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１ はじめに 

 十分な身体活動を伴うライフスタイルが健康に多くの利益をもたらすことはよく知られているが、子

どもや青少年の身体活動に関わる心理的要因については、測定法の開発を含め、身体活動との関連を詳細

に検討した研究は限られている。これまで、中学生・高校生に適用可能な運動に関する心理的尺度として、

「運動に関する楽しさ尺度」（以下、楽しさ尺度）、「運動に関する心理的バリア尺度」（以下、心理的バリ

ア尺度）などの測定尺度を項目反応理論（IRT）を用いて構成してきた１）。IRT を用いて尺度構成をする

利点の一つは、項目プール（質問項目の集まり）から、調査対象や目的に応じて質問項目を選択して利用

できるため、例えば発達段階の違いなど、対象集団に応じて質問項目を柔軟に選択しつつ、得られた尺度

値を共通の一軸上で記述することができる点である。この利点によって、心理的尺度値の小学生から成人

にわたる広範囲の発達的変化の記述も可能になる。本研究は、健康教育学的視点からの運動習慣形成・維

持のための教育プログラムの作成に向けて、運動習慣形成やその維持と関連する心理的要因を評価するた

めの基礎研究として、心理的要因測定尺度（楽しさ尺度および心理的バリア尺度）の適用範囲を、これま

での中学・高校生から小学生まで広げることを目的に項目プールを充実することを目的とする。 
 

２ 対象および方法 

 S 県内の小学校 6 校の 3～6 年生の児童 1,815 名から、運動に関する心理的要因に関する質問項目の

回答を得た。小学生への項目は発達段階に合わせて質問項目の表現を調整してあるので、小学生の回答パ

ターンから Samejima の IRT 段階反応モデルによって項目パラメータ（識別力、困難度）を求め、既に

公表してある中学生・高校生の項目１）に等化した。なお、ここで小学生とは、ここで用いる項目に回答可

能であると考えられた小学生３年生以上とした。 
 項目と項目パラメータおよび等化  「楽しさ尺度」については、小学生20項目、中学生22項目、高

校生31項目、「心理的バリア尺度」については、小学生11項目、中学生14項目、高校生17項目からな

っている。等化の方法については、等化係数による方法によって行った。 

 

３ 結果と考察 

 発達段階によって知的発達や運動に関する経験が異なってくるので、小、中、高校生の各段階にあった

表現で項目を設定しなければならない。また、同じ内容の項目であっても発達段階によっては異なった意

味づけのある項目もあるかも知れない。小学生に対する質問項目は、既に報告してある中学生および高校

生に対する項目１）と同様な内容であっても、より平易な文章にしてある（表１、表2）。そのため、発達段

階による明確な特異項目機能（DIF）がないかどうかに配慮しつつ、小学生の項目パラメータを中学・高



校生の項目パラメータ１）に等化した。なお、明確なDIFが存在する可能性が高い項目については、中学・

高校生用の項目とは異なった特性をもつ項目であると判断し、項目パラメータも別項目として扱っている。

本研究で得られた小学生用項目と項目パラメータ（識別力および困難度）を表１および表2に示す。先に

報告した中学・高校生用の項目を用いることによって、IRTで構成された尺度の利点を活かして、子ども

の運動習慣形成に関連する心理特性の評価が可能になると考えられる。 
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